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結論と今後の展望 
知識は私たちの最も貴重な資産であり、持続可能な地球と未来のために広く共有されなければな

らない公共財である。デジタル革命は、科学的な成果やアイデアを一瞬にして世界中に広め、す

べての人々の利益につなげるという、これまでにない手段を私たちにもたらした。 
 

ダイヤモンド・オープンアクセス（OA）とは、著者にも読者にも料金を請求することなく、
研究成果をオープンに利用できるようにするという学術コミュニケーションモデルである。
このモデルでは、コンテンツに関するすべての要素を学術コミュニティが主導・所有する。 

 
既存および新規のダイヤモンドOAジャーナル、リポジトリ、プラットフォームを世界的に支援す
ることにより、公的資金による研究へのアクセスや普及に対するハードルを大幅に下げることが

できる。ダイヤモンドOAは、本質的に書誌多様性の概念を体現するものである。 
 

ダイヤモンドOAは、究極的には、学術的な出版と閲覧への平等なアクセスという目的を達成する
ための手段であり、どこに出版するかよりもコンテンツの質に重点を置くものである。ダイヤモ

ンドOAでは、出版プロセスにおけるすべての貢献が認められ、評価される。さらに、ダイヤモン

ドOAジャーナル、リポジトリ、およびプラットフォームは、コミュニティが中心となり、研究者

が主導・所有する出版イニシアチブである。ダイヤモンドOAは、質の高い学術知識が公共財とさ
れる、多様でより公正な社会に寄与する出版モデルである。 

 
初めて世界中のダイヤモンドOAコミュニティ関係者を集め、学術コミュニケーションへのアクセ
スの質、持続可能性、利便性、公平性を支援するという共通の目標を共有することで、ダイヤモン

ドOAジャーナル、リポジトリ、プラットフォームが、さまざまな研究分野や認識論的伝統の必要
に応じて多様なものとなりうることを認識した。また、世界各地のさまざまな地域や国の異なる当

事者間で、ダイヤモンドOAの実践を導入・実施する上でのキャパシティに違いがあることも確認
された。 

 
2023年10月23日から27日にかけてメキシコ・トルーカ市で開催された「ダイヤモンド・オープ

ンアクセスに関するグローバルサミット」では、ダイヤモンドOAイニシアチブとその実践につい
て振り返り、これらを発展させた。広範かつ洞察に満ちた議論を経て、上述の概念と価値観に従

い、ダイヤモンドOA分野における世界レベルでの連携を強化することが提案された。 
 

以下は、今回の共同作業から得られた成果の一部である。 

1. 第4回Redalycジャーナル編集者会議の結論：世界の公共財としての科学に関するマニフ
ェスト：非営利のオープンアクセス 

2. 第2回AmeliCA会議の結論 
3. 第2回ダイヤモンド・オープンアクセス会議の結論 
4. サミットセッション（10月23日・27日）の結論 
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